
表１：NTT主要各社の財務内容    （億円）

区　分 年度 持株 東日本 Com

2008 3,637 19,529 11,271
2009 3,790 19,286 10,792
2010 3,909 19,571 10,334
2011 3,890 19,600 10,350

2008 1,964 653 1,135
2009 2,155 717 1,085
2010 2,278 960 1,036
2011 2,240 920 900

　（注）11年度は予想

売上高

経常利益

　表２：NTT持株会社の財務内容 単位：億円

年　　　　　度 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

受取配当金(収入) 715 1,440 1,690 1,986 2,132 1,990 2,178

グループ経営運営収入 209 209 202 197 190 186 183

基盤的研究開発収入 1,468 1,392 1,268 1,221 1,268 1,269 1,269

経常利益 786 1,517 1,719 2,062 2,177 1,964 2,155

内部留保金 74,765 82,301 83,071 85,378 88,354 95,926 97,345

持
株
会
社
の
利
益

毎
年
２
千
億
円

表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
事

業
な
ど
を
し
て
い
な
い
は
ず
の

持
株
会
社
の
売
上
高
（
収
入
）

が
毎
年
４
千
億
円
ち
か
く
も
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
各
社
か
ら
の
利
益
配
当
金

（
表
２
の
受
取
配
当
金
）
、
②

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ブ
ラ
ン
ド
使
用
料
（
表

２
の
グ
ル
ー
プ
経
営
運
営
収
入
）
、

③
研
究
開
発
（
表
２
の
基
盤
的

研
究
開
発
収
入
）
、
な
ど
の
名

目
で
各
社
が
持
株
会
社
に
多
額

の
資
金
を
上
納
・
還
流
し
て
い

る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

持
株
へ
の
上
納
額
は
２
０
０
０

年
度
で
約
１
，
４
０
０
億
円
で

す
。
当
時
と
比
べ
持
株
会
社
の

収
入
は
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

（
表
２
）
、
少
な
く
と
も
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
は
毎
年
１
，
０
０
０

億
円
超
は
持
株
会
社
に
上
納
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

震
災
復
興
財
源
は

内
部
留
保
金
で

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、

株
主
配

当
を
６
年
間
で

80
円
か

ら

140
円
と
引
き
上
げ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

使
い
切
れ
ず
、

貯
め
込

ん
だ
利
益
・
内
部
留
保
金

は
９
兆
７
千
億
円
に
も
達

し
て
い
ま
す
（
表
２
）
。

労
働
総
研
の
試
算
に
よ
る
と
、

①
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財

源
は
、
中
堅
・
大
企
業
が
内
部

留
保
を
４
・
７
％
活
用
す
る
だ

け
で
確
保
で
き
る
（
想
定
さ
れ

る
復
興
財
源
15
兆
円
の
無
利
子

の
復
興
国
債
を
引
き
受
け
る
）
。

②
内
部
留
保
の
活
用
で
復
興

を
す
す
め
た
場
合
、
日
本
の
経

済
成
長
率
を
２
・
６
％
押
し
上

げ
る
。
各
企
業
に
と
っ
て
も
損

は
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

内
部
留
保
金
を
、
震
災
支
援
、

復
興
な
ど
の
社
会
的
還
元
へ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
そ
の
旗
振
り
役
に
な

る
よ
う
要
求
し
ま
す
。
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昼食補助
１、対象

シニアプロスタッフ

シニアエキスパート

アクティブスタッフ

フルタイム勤務（時給制）

２、補助額

月額３，５００円

３、今年７月1日より実施

４、食堂のないビル等は、食

券補助方式で対応

多項目検診の充実
１、対象

シニアプロスタッフ

シニアエキスパート

アクティブスタッフ

２、検診項目

糖尿病、眼底眼圧、腹部

超音波等の検査を追加

３、実施年齢

６２歳、64歳時とする

４、服務等の扱い

勤務扱い、交通費支給

５、今年７月以降実施

９
兆
７
千
億
円
を
超
す
Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
株
会
社
の
貯
め
込
ん
だ
利

益
・
内
部
留
保
金
（

10
年
３
月
末
）
。
こ
の
膨
大
な
資
金
は
、

本
来
な
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
働
く
労
働
者
や
料
金
値
下
げ
な
ど
で
利

用
者
に
還
元
す
べ
き
お
金
で
す
。
と
こ
ろ
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
各
社
の
利
益
は
、
配
当
金
な
ど
の
形
で
持
株
会
社
に
吸
い

上
げ
ら
れ
、
毎
年
数
千
億
円
も
の
利
益
を
貯
め
込
ん
で
き
ま

し
た
。
内
部
留
保
金
を
、
震
災
支
援
、
復
興
な
ど
の
社
会
的

還
元
に
使
う
よ
う
要
求
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ＮＴＴ持株会社、貯め込んだ利益９兆７千億円
ＮＴＴ東からの上納金は、毎年1,000億円超か？

ひとりで悩まないで
あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか？

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラを受けた

■パワハラを受けた

□有給休暇がもらえない

■労働時間が延長された

□賃金が下げられた、他

秘密厳守

労働相談ほっとライン
03-6806-0255

けんり春闘総行動（4/6経団連前）

60歳超え契約社員
福利厚生の改善



問
題
点
の
検
証
と

避
難
訓
練
の
実
施
を

(

組
合)

職
場
で
は
朝
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
で
、
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
時
、
速
や
か
に

屋
外
に
退
避
す
べ
き
な
の
か
、

部
屋
に
と
ど
ま
り
机
の
下
等

に
避
難
す
べ
き
な
の
か
、
会

社
と
し
て
明
確
な
方
針
を
示

し
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
避

難
で
き
ず
職
場
に
取
り
残
さ

れ
た
人
も
い
る
。

(

会
社)

会
社
の
責
任
で
き
ち

ん
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

(

組
合)

今
回
明
ら
か
に
な
っ

た
問
題
点
を
把
握
し
検
証
し

た
上
で
、
避
難
訓
練
等
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、

笠
原
ビ
ル
の
場
合
、
避
難
場

所
が
構
内
駐
車
場
の
他
、
ど

こ
か
判
ら
な
い
社
員
も
少
な

く
な
い
。

(

会
社)

避
難
場
所
は
各
職
場

の
壁
に
明
記
し
て
い
ま
す
。

(

組
合)

い
ざ
と
い
う
時
判
ら

な
か
っ
た
り
慌
て
た
り
す
る

か
ら
、
検
証
し
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
い
る
。

(

会
社)

初
め
て
の
経
験
で
や
っ

て
行
く
と
し
て
も
あ
ま
り
に

も
課
題
が
大
き
い
。

(
組
合)

各
職
場
で
ど
の
よ
う

な
問
題
や
課
題
が
あ
る
の
か

出
し
て
ほ
し
い
。

(

会
社)

繰
り
返
す
が
会
社

の
責
任
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
配
備
を

（
組
合
）
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

ぐ
ら
い
準
備
し
て
全
社
員
に

貸
与
で
き
な
い
か
。

（
会
社
）
防
災
責
任
者
に
は

貸
与
し
て
い
る
が
、
防
災
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
全
員
に
は
貸
与

す
る
考
え
は
な
い
。

（
組
合
）
あ
る
企
業
は
血
液

型
と
名
前
を
書
い
た
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
全
社
員
に
貸
与
し
机
の

脇
に
置
い
て
い
る
。
地
震
の

時
は
頭
部
の
保
護
が
ま
ず
第

一
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ぐ
ら
い
貸

与
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

（
会
社
）
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ま
ず
地
震
の
時
は
机
の
下
に

身
を
隠
す
こ
と
の
方
が
大
切

で
は
な
い
の
か
。

（
組
合
）
い
つ
ま
で
も
机
の

下
に
い
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

避
難
す
る
際
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
れ
ば
安
全
性
は
増
す
。

震
災
時
の
避
難
誘
導
を

（
組
合
）
職
場
で
は
、
「
震

災
の
時
は
、
外
に
出
た
ほ
う

が
よ
い
の
か
、
机
の
下
に
潜
っ

た
方
が
よ
い
の
か
、
会
社
の

考
え
方
を
示
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
て
い

る
。
震
災
の
時
、
ど
う
行
動

す
れ
ば
よ
い
の
か
具
体
的
に

示
し
て
ほ
し
い
。

（
会
社
）
今
回
の
被
災
を
教

訓
に
し
て
検
証
し
た
い
。

（
組
合
）
検
証
す
る
と
い
う

が
い
つ
ま
で
に
や
る
の
か
。

（
会
社
）
今
は
、
会
社
の
責

任
に
お
い
て
や
っ
て
い
き
ま

す
、
と
い
う
以
外
答
え
ら
れ

な
い
。

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

会

社

は

「

検

証

す
る

」

「
会
社
の
責
任
で
実
施
す
る
」

と
は
言
い
ま
す
が
、
何
一
つ

具
体
的
な
回
答
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
震
災
時
の
帰
宅
方
法

や
仮
宿
泊
等
の
要
求
も
含
め
、

別
途
協
議
と
し
ま
し
た
。
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ス
タ
ー
リ
ン
の
大
粛
清

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の

中
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

た
父
と
娘
の
絆
を
描
き
な

が
ら
、
個
人
の
力
や
良
心

で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
戦
争
の
悲
惨

さ
と
不
条
理
が
映
し
出

さ
れ
ま
す
。

戦
争
の
悲
劇
に
敵
も
味
方
も
あ
り
ま

せ
ん
。
人
々
は
混
乱
の
中
で
無
慈
悲
に

死
ん
で
い
き
ま
す
。

無
統
制
の
中
、
戦
火
か
ら
逃
げ
惑
う

人
々
は
自
国
の
軍
隊
に
橋
も
ろ
と
も
爆

破
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
戦
車
に
砲
撃
さ
れ

た
ソ
連
兵
は
死
体
の
山
を
築
い
て
い
き

ま
す
。
ジ
プ
シ
ー
の
歌
と
踊
り
に
苛
立
っ

た
ド
イ
ツ
兵
は
、
無
造
作
に
銃
を
乱
射

し
「
だ
っ
て
奴
ら
は
ジ
プ
シ
ー
な
ん
だ

ぜ
・
・
。
」
と
仲
間
に
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

あ
る
村
で
は
ド
イ
ツ
兵
を
殺
し
た
と
村

人
全
員
が
納
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
焼
き

殺
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
映
像
に
「
戦

争
と
い
う
暴
力
は
ひ
と
た
び
起
こ
れ
ば

防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
降
る
瓦
礫
の
中
で
瀕
死
の
青
年
兵

が
「
僕
は
19
歳
に
な
る
ま
で
、
ま
だ
一

度
も
女
性
の
乳
房
に
口
づ
け
を
し
た

こ
と
が
な
い
。
乳
房
を
見
せ
て
ほ
し

い
」
と
ナ
ー
ジ
ャ
に
懇
願
し
死
ん
で

い
く
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
確
か
な
生

と

死

が

描

か

れ

力

強

く

、

目

頭

が

熱

く

な

り
ま
し
た
。

映画紹介 21

２
０
１
０
年

ロ
シ
ア

本
当
に
大
丈
夫
？

震
災
対
策

具
体
性
欠
く
答
え
に
終
始
＝
茨
城
地
域
会
社

大
震
災
で
焼
け
た
一
千
台
の

輸
出
用
乗
用
車
＝
日
立
港

Ｎ
関
労
茨
城
支
部
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
２
か
月

後
、
今
回
の
震
災
に
被
災
し
た
中
で
防
災
や
避
難
方
法
に
つ
い

て
、
職
場
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を
ま
と
め
茨
城
地
域
会
社
に
要

求
書
を
提
出
し
、
６
月
13
日
に
第
１
回
目
の
団
交
を
行
な
い
ま

し
た
。
以
下
、
そ
の
交
渉
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

震災対応に関する要求書（抜粋）
Ｎ関労茨城支部

震災時の帰宅方法、仮泊等の対応について

●震災時の問題点

震災時、電車等が不通になり帰宅不能に

なった社員に対して「タクシーで帰るかホ

テル等に宿泊するように」との指示がされ

たが、震災発生時のタクシーの確保、ホテ

ル等宿泊施設の予約は不可能に近い。

また、電話も発信規制で通話が著しく困

難なかで家族の安否を一刻も早く確認した

いというのが社員の率直な気持ちである。

今回の震災で交通手段も宿泊施設もなく

徒歩で８時間以上かけて帰宅した社員もい

る。一方で管理者の機転で方面別に社用車

に分乗し帰宅できた社員もいる。

電車等で通勤している社員は、余震で電

車が不通になった場合の帰宅方法について

不安を抱えている。

●具体的要求

①震災に際し各社員がどのような方法で帰

宅し、具体的に帰宅時間がどの程度費や

されたかを把握すること。

②その上で、公共交通機関が麻痺した場合

は、社用車による帰宅ができるよう方面

別の同乗者と責任者、帰宅ルートを設定

し社用車を配置しておくこと。

③緊急避難的な措置として帰宅不可能な社

員については、休憩室等で仮泊できるよ


